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№ 9

この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：28　１．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱……我等の生業

	 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ６．食　事

　12：45	 ７．会長挨拶並びに会長報告

	 ８．お祝い

（誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

	 ９．幹事報告

	 10．出席報告

	 11．委員会報告

	 12．ニコニコボックス報告

	 13．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（９／ 19）……

	 　　休　会（法定休日）

	 　（９／26）

	 　　クラブフォーラム（社会奉仕委員会）

	 　　卓話　「東日本大震災教育復興支援報告」

	 　　講師　愛知教育大学学生

	 　　　　　　名渕　　裕	様・浜野　可菜	様

	 　　　　　　水野　愛子	様・桑山奈々香	様

（紹介者　市川　裕大	会員）

　13：00　14．本日のプログラム

	 　　地区出向者アワー　加藤　真治	会員

（地区RLI 実行委員会委員）

	 　　　　　〃　　　　　水越　彌生	会員

（地区会員増強委員会委員）

	 15．謝　辞

	 16．点　鐘……〈会　長〉

	 17．閉会宣言

　13：30	 18．散　会

ビ ジ タ ー

加藤　知
とも

成
なり

様（東知多RC）

出 席

会員総数　93名　　出席免除　24名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　84名

欠　席　４名　　出席率　95.24％

前々回（８／29）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）９月10日（土）開催されました地区審議会に出席

してまいりました。

２）過日、国際ロータリー日本事務局財団室より野村

重彦会員へ「冠名基金の設立」に係る「野村重彦、

弘子基金」の設立同意書が届いております。

幹 事 報 告

１）８月27日、28日開催されました「ひかりの家バザー」

への協力の御礼が刈谷地区心身障害児者を守る会よ

り届きました。

２）本日例会後、臨時理事役員・委員長会議を開催致

します。関係の方は、ご参加よろしくお願い致します。

第2941回例会プログラム

［当年度＝９回目；当月＝２週目］

2016年（平成28年）９月12日㈪

創立　1954年３月８日

承認　1954年３月30日

例 会 日 時　毎週月曜日

　　　　　　12：30 ～ 13：30

例 会 場　刈谷市新栄町３の26

　　　　　　　刈谷商工会議所内

事 務 所　TEL〈0566〉22-2111

　　　　　　FAX〈0566〉25-2111

メ ー ル　kariyarc@katch.ne.jp

ホームページ　http://www.kariya-rotary.com

会 長　加 藤 哲 也

幹 事　久 米 博 明

会報委員長　鬼 頭 一 浩

2016 ～ 2017年度　国際ロータリー　ジョンF. ジャーム 会長テーマ

Rotary	serving	humanity　人類に奉仕するロータリー
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会 長 あ い さ つ

落語“目黒のサンマ”
加藤　哲也

　なんにもすることがないのが、昔

のお殿様という商売。今日も供の者

を引き連れて狩りにお出かけ。

　場所は目黒。東京になってからも

競馬場があったくらいのところだか

ら、その昔はもっと草深いところ。

　さんざん狩りを楽しんだが、その

うちお腹がすいてきた。何か食するものをとお望みだが、

あいにくランチ用意がない。誰かが用意しているだろう、

という大企業病にお供の全員がかかっていたのだ。

　「何もないのか、それでは買うてまいれ。」

と言われても、店もない。

　そこへなんとも言えぬいい香りがプーンと流れてきた。

　「これこれ、このよい匂いはなんじゃ。」

　時は秋。近くの農家で脂のたっぷりのったサンマを焼

いているらしい。

　「殿、あれは下々の者が食すサンマという下賎な魚に

ございます。お上が召しあがるようなものではございま

せん。」

　そう言われてもすきっ腹にいい匂いがしみ通って我慢

できない。

　「よい、下々の食するものがわからねば、上に立つ者

とは言えぬ。苦しゅうない。サンマをこれへ。これへサ

ンマを持てーっ。」

　さて、食べたサンマのおいしいこと。おいしいこと。

さんざん食べて大満足。

　「予は満足じゃ。帰るぞ。」

　お城に帰った殿様はすっかりサンマに病みつきになっ

てしまった。

　夢にまで見るサンマの姿。その匂い。しかし、格式高

い城中ではサンマが食膳に登場するはずもない。

　そこはお殿様だから、権力でサンマを食べると言明し

た。

　こうなるとお上あっての家来だから、言いつけに従う

しかない。

　だが、だいぶ日がたっていてサンマのシーズンは終

わっている。サンマ捜索隊を組織してやっと一匹見つけ

てきた。これは料理番が丁重に料理。ご重役がそばから、

　「熱いとやけどを召される。」

　「そこの小骨が喉に刺さっては。」

と口を出す。毛抜きで小骨を抜いて、

　「殿、サンマにございます。」

　「これがサンマか。」

　形は以前のものと似ても似つかないが、かすかに匂い

がのこっている。

　とりあえず一口たべたが、これが超まずい。

　「これはどこのサンマじゃ。」

　「品川沖でとれたものにございます。」

　「なに、品川。品川はいかん。サンマは目黒に限る。」

お 祝 い

９月の会員の誕生日…平野和一、羽田育哉、中村美智雄、

神谷龍司、前田孝司、小澤陽一、鈴木豊、出口達也、

豊田貴久、吉岡秀記、都築浩介会員。

配偶者の誕生日…廣根典子（実）、深谷慶子（稔彦）、今

村典子（順）、横山知子（宜幸）、兵藤千香（文男）、

鬼頭かおり（一浩）様。

結婚記念日…加藤繁則、伊藤節夫、小澤陽一、内藤昇、

山下雅則会員。

９月度入会記念日…杉浦芳一、加藤哲也、深谷稔彦、野

村紀代彦会員。

傘 寿 の お 祝 い

羽田　育哉	会員

地区出向者アワー

地区RLI 実行委員会　　

委員　加藤真治	会員

１．RLIとは？　Rotary	Leadership	

Institute の頭文字をとってRLI

です。日本では、ロータリー　リー

ダーシップ　委員会と訳されてい

ます。

　　RLI はロータリアンの知識を	

　啓発し、１人１人のロータリアン

のモチベーションを高め、リーダーシップを涵養する

ための、全世界の地区の連合体組織です。

２．RLI の歴史　1992年にアメリカのRI 第7510地区に

おいて、元RI 理事デイビット・リンネットの発案で

始められました。

　元々は、新会員の退会防止のため、新会員にロータ

リーについての様々な知識を得てもらうために、始

まったと聞いています。

　2004年の規定審議会で、決議案04-238にて RLI を

RI のパイロット・プログラムとして採用するように

決議されました。

　2013年には、世界の327の地区、日本では15の地区

で実施されています。

３．RLI の研修方法　RLI の研修は、従来の講義を聞く

というスタイルではなく、10名程度のグループで決め

られたテーマについて、みんなで意見を自由に出し

合って討議する形式です。

　研修は、パート１、パート２、パート３の３日間で、

各パートは50分間の６つの分科会があり、その全てを

受講するというものです。

　昨日の日曜日に、RLI のパート１のディスカッショ

ン　リーダーとして参加してまいりました。
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地区出向者アワー

地区会員増強委員会　　　

委員　水越　彌生	会員

《現在の会員数》

世界　1,235,100人（2016年３月31日）

日本　87,670人（全盛期13万人）

2760地区　4,754人（全盛期約6,000

人）	2016.7.1現在

《RI 規定審議会》

　さて今年の４月のRI 規定審議会

が大きな決定を致しました。

　①入会金の規定がなくなりました。

　②	毎週例会を開催するという縛りがなくなり、最低月

に２回例会を開催すればよいことになりました。

　③	職業分類がなくなり会員の資格条件が非常にシンプ

ルになりました。

　RI 規定審議会の決定によりクラブの自主性が広く認

められ、ロータリークラブの多様化の可能性が出てきま

した。その結果クラブの在り方を、どのように選択する

かによって、クラブの今後の長期的な運命が大きく変

わってくるという事態になりました。会員や将来の会員

候補のニーズを上手に取り入れたクラブは増強に成功し、

会員のニーズを読み間違えてしまうと増強どころか会員

の維持さえ出来なくなるというわけです。

　このように職業人の環境の変化に対応して、ロータ

リークラブの在り方も変化していかなければならないと

思っております。

《地区会員増強委員会セミナー》

　先月７月22日名古屋駅前のウインクあいちにて約200

名の出席者のもとに開催されました。テーマは「会員増

強とクラブの多様化を高める」として光岡新吾委員長は

３つの方針を発表致しました。

増強方針

　①各クラブの長期目標を作成しよう

　②女性会員・若手会員の増強

　③会員維持・退会防止

　セミナーでは講師として東京恵比寿RCの元会員増強

委員長の司葉子さんの講演と女性会員が増えている４ク

ラブの事例発表がありました。

《増強についての結論》

　会長・増強委員会はもちろん全会員が新入会員（今期

は特に女性会員・若手会員）の増強に強い意志を持つこ

と。増強はクラブ全体で取り組む姿勢が大事であるとセ

ミナーを通じて発表されました。

　今期地区方針として、ソーシャルメディア（face	

book、twitter）の活用、そしてMy	Rotary への登録、

Club	Central を通じてクラブ毎の情報交換を重点課題

としております。様々な情報を共有しながら将来に向け

て発展することが非常に大切であるといっております。

本日はありがとうございました。

臨時理事会（理事・役員・委員長会議）

Ⅰ　会長挨拶	 〈会　長〉

Ⅱ　議　　題

１．今年度国際奉仕事業について

	 〈国際奉仕委員長〉

２．その他


